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とを目的にしている［東澤 2007］。つまり ICC にとって、被害者の利害と同時に加害者への処罰
はもっとも重要な関心ごとである。 
ICC は活動を開始して以降、最初にウガンダ北部紛争に関する事態への介入を決定し、2005年






















                                                        
1 わたしは、2008年からアチョリという人びとが暮らすウガンダ北部のグル県（Gulu District）を中心に、人類学
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ウガンダ政府は 1996 年以降、ウガンダ北部住民の約 90％を半強制的に国内避難民キャンプ（以
下、キャンプ）に移動させたが、十分な保護を与えず、キャンプはたびたび LRA による襲撃にさ
らされた。さらに紛争期をとおして、政府軍による虐殺や略奪も繰り返されていた。 
ムセベニ大統領は 2003年 12月 16日に、 ICCに対して LRA に関する事態を付託した。これを
うけて ICC の検察官は、2004 年 7 月 28 日に、ウガンダ北部の事態全体に関する捜査を開始する
決定を公表した。そして 2005 年 10 月 13 日にジョセフ・コニ（Joseph Kony）以下、ドミニク・
オグウェンを含む 5人の指導者に対して人道に対する罪と戦争犯罪について逮捕状を公開した。 
しかしながら ICCが逮捕状を公開するやいなや、ウガンダ北部の地域社会内外から ICCに対す
る批判が相次いだ。そのひとつは、ICC の介入が 2000 年に施行された恩赦法（Amnesty Act 2000） 2
によって醸成されつつあった政府と LRA の信頼を脅かし、紛争を再燃させるというものであった
［Refugee Law Project 2005］。実際に 2005年からはじまった和平交渉では、2008年の時点で「最





                                                                                                                                                                             
的な調査を続けており、同県ブンガティラ準郡（Bungatira Sub-county）ルコディ村（Lukodi Village）において
2012年から計 17カ月の住み込み調査をおこなった。本稿では、2015年 2月から 10月までのあいだにおこなっ
た、ICCの活動に関する直接観察とそれに対する住民の応答への参与観察および聞き取りのデータをもちいる。
調査の際には、おもにアチョリ語と補助的に英語を使用しており、住み込み先の青年による協力をえた。 
2 恩赦法によれば、1986年 1月 17日以降に、ウガンダ政府に対する戦闘あるいは反乱にかかわったウガンダ人に
恩赦を与え、恩赦が付与された者は武装闘争の際に犯した罪を訴追または処罰されないとされている。 
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である。2015年 2月から活動を開始した ICC は、2015年 12月 21日、オグウェンに対して新たに
3つのキャンプへの襲撃に関する容疑を含める計 70の訴因によって起訴した［ICC 2016］4。 
本稿では、ルコディキャンプ襲撃事件（以下、襲撃事件）をめぐる ICC の活動について記述す
るが、そのまえに襲撃事件の概要について簡単にふれておこう。ルコディキャンプは、グル県の
中心にあるまちから約 12kmはなれたところに 2000 年に設立された。2004 年 5 月 19 日夕方ごろ
から 20日未明のあいだに、LRAによる襲撃によって少なくとも 41人が死亡し、7000人が避難し、
多数の人びとが負傷し、誘拐され、200件の家屋が焼失した［UN 2004］。 
ICC は 2015年 2月からルコディ村を拠点に、地域の人びとを対象にした活動を開始した。以下
では、わたしが 2015年 2月から 10 月にかけて滞在先であるルコディ村 A 準村（Sub-village）5に
おいて直接観察した ICC の活動の概要について記述する。本稿では便宜上、ICC の活動期間を、
                                                        
3 詳細については、川口［2015］を参照されたし。 
4 オグウェンは誘拐されて LRAに従軍してきたことから、彼の被害者性を問う議論もあるが［Baines 2009］、本稿
では触れない。 
5 2015年時点で、ルコディ村には行政区画として 5つの準村が存在していた。A準村はそのうちのひとつである。
ただし 2016年に行政区画が再編成されたために、その数は 10に増加している。 
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①2月から 3月にかけておこなわれた ICCの外国人職員による裁判のプロセスに関する説明と「目
撃者」と「被害者」の募集、②5 月におこなわれた ICC のアチョリ人職員による被害の申告に関
する準備、そして③7月から 10月にわたる被害の申告の実施の 3つに区別する。すべての期間に
おいて、ICCは単独で活動したわけではなく、NGO の支援をうけた住民組織であるコミュニティ
和解チーム（Community Reconciliation Team：以下、CORE チーム）6による協力をえている。 
まず期間①では、外国人の ICC 職員が集会をおこなったために、英語からアチョリ語への通訳









職員と地域の人びとのあいだの理解が促進された。5 月 5 日、ICC 職員と CORE チームが会議を
ひらいた。おもな議題は、被害を申告するために必要な身分証明の手続きと襲撃事件での被害を















命じること、そして被害者信託基金（Trust Found for Victims）によって被害者の復興支援をおこな
                                                        
6 2010年 5月からルコディ村で活動を開始した NGO である Justice and Reconciliation Project が、開発支援とコミュ
ニティレベルでの和解の実施を目的として組織した住民グループ。 
7 ウガンダでは、村（Village）、地区（Parish）、準郡（Sub-County）、郡（County）そして県（District）までの 5段
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うことに言及した。 
期間③では、ICC 職員が訓練をしたグル大学の学生たちと CORE チームの男性ふたりが、対象
者への聞き取りをおこない、「被害者の参加への申請（Application for Individual Victim’s 
Participation）」と題された書類への記入をおこなった。この活動は、まずルコディ村にある 5つの
準村ごとに日程を分けて 7月 6日から 9月 29日までおこなわれた。それぞれの期間は準村ごとの





























                                                        
8 2015年 10月 29日に交わされた、ICC職員と COREチームの会話による。 
9 ルコディ村とその周辺地域在住の者に対しては一律 5000UGX、それより遠くに住んでいる者は距離に応じてそ
れ以上の額が支払われた。ルコディ村では、およそ 160 ㎡の畑の耕作に対する賃金の相場が 2500UGX（約 75
円）であり、交通費の支給は地域住民が被害の申告に参加する大きなインセンティブにもなった。 
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5 月のある日、村の酒場で男たちが車座になって他愛もない世間話をしていた。男 A（30 代）


































の人びとは男 C をちらちらと横目で見ながら、だれも彼のはなしに参加しなかった。 
ここではまず、具体的な経験にもとづいて、特定の元兵士が見捨てられた被害者として認識さ
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と移行期司法の展開：ウガンダ北部紛争を事例に」、助成番号 16-200、2016 年 10 月～2017 年 9
月）ならびに日本学術振興会二国間交流事業オープンパートナーシップ共同研究（課題名「ウガ
ンダにおける「家族」の多様化と再編力についての研究：格差に対抗する潜在力分析」、代表：椎
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